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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）
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SPECIAL EDITION

※１  ICT：�「 I n f o r m a t i o n a n d C o m m u n i ca t i o n 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と�

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
～
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会
の
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】� �
介護ロボット（一例）

（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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介
護
現
場
で
の�

�

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・�

�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川 

均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②�

見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た

�
�

介
護
現
場
の
近
未
来

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
、
今
後
、
介

護
現
場
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、
県
内
で
最

先
端
の
実
践
に
取
り
組
む
県
社
会
福
祉
事
業
団
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
万
寿
の
家
（
神
戸
市
北
区
）

次
長
兼
支
援
課 

課
長
／
作
業
療
法
士 
野
上 

雅
子
氏

 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
高
齢
者
の
自
立
支
援

高
齢
者
が
本
来
持
っ
て
い
る
心
身
の
能
力
を
発
揮

で
き
る
「
自
立
支
援
」
を
目
指
す
こ
と
。
こ
れ
が
介

護
の
重
要
な
視
点
で
す
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
一
般

の
福
祉
用
具
や
施
設
環
境
の
整
備
と
組
み
合
わ
せ
て

自
立
支
援
を
目
指
す
ケ
ア
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
場
面
で
の
ケ
ガ
や

事
故
も
確
実
に
減
ら
せ
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
る
と
、
利
用
者
の
状
態
を
適
切
に

把
握
し
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
安
全
か
つ
適
切
に
扱
え

る
人
材
の
育
成
が
大
切
で
す
。
当
施
設
で
は
、
企
業

や
行
政
、
大
学
な
ど
と
研
究
・
研
修
を
進
め
る
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
」
と
連
携
し
、
指
導
的
役

割
を
担
う
「
ロ
ボ
ッ
ト
ケ
ア
マ
ス
タ
ー
」
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

 

介
護
現
場
に
お
け
る
科
学
的
デ
ー
タ
の
活
用

今
年
４
月
か
ら
、厚
生
労
働
省
が「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」（
科

学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
施
設
か
ら
厚
生
労
働
省
へ
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
利
用
者
の
状
態
な
ど
の
デ
ー
タ
を
提
出
し
、
科
学

的
に
分
析
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て
、
高

齢
者
の
自
立
支
援
と
重
度
化
防
止
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
で
す
。

今
後
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
と
の
連
動
を
視
野
に
入

れ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
科
学
的
・
客
観
的
な
デ
ー
タ

に
よ
り
、
例
え
ば
褥
瘡
の
改
善
や
オ
ム
ツ
外
し
な
ど
、

個
々
の
利
用
者
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
「
計
画
→
実
行

→
評
価
→
改
善
」
の
サ
イ
ク
ル
で
進
め
る
こ
と
が
介

護
現
場
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

介
護
職
員
の
や
り
が
い
の
創
出
と
イ
メ
ー
ジ
の
転
換

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
や
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ

ア
（
持
ち
上
げ
な
い
介
護
）
の
推
進
で
、
身
体
的
負

担
は
確
実
に
減
少
し
ま
す
。
腰
痛
を
原
因
と
す
る
離

職
も
減
り
、
高
齢
に
な
っ
て
も
介
護
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
、
多
様

な
世
代
の
職
員
が
い
き
い
き
と
働
く
現
場
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
改
善
が
進
む
と
利
用
者
と
向
き
合
う

時
間
が
増
え
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

信
頼
関
係
を
構
築
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
外
出

支
援
な
ど
に
時
間
を
充
て
ら
れ
、
利
用
者
の
暮
ら
し

の
質
も
高
ま
り
ま
す
。
業
務
改
善
・
効
率
化
で
職
員

を
少
な
く
す
る
の
で
は
な
く
、
適
切
な
配
置
で
介
護

の
質
を
高
め
、
職
員
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

専
門
性
を
発
揮
し
て
ケ
ア
を
提
供
す
る
介
護
職
員

の
姿
は
魅
力
的
で
す
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
で
、
介
護
職
の
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
が
図
ら
れ
、

介
護
の
仕
事
の
魅
力
も
高
ま
り
、「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
た
ケ
ア
を
し
て
み
た
い
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
に
ケ
ア
の
仕
事
を
し
た
い
」
と
い
う
多
様
な
人
材

の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト・Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
て

高
齢
者
の
自
立
支
援
と
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
有
効

に
活
用
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、

第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
で
、
①
モ
デ
ル
施

設
の
育
成
、②
介
護
ロ
ボ
ッ
ト・I
C
T
の
導
入
助
成
、

③
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
活
用
す
る
介
護
職
員
の
育
成

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
、
介
護
現
場

の
革
新
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
と
と
も
に
変
革
期
に
あ
る

介
護
の
現
場
。
よ
り
質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
、
新

た
に
開
発
さ
れ
、
日
々
進
歩
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
動
向
を
把
握
し
な
が
ら
、
安
全
か
つ
適
切

に
扱
う
技
術
を
高
め
よ
う
と
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
続

い
て
い
ま
す
。

ケアの技術を高める職員研修
（特別養護老人ホーム万寿の家）
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障
害
を
理
由
に
諦
め
さ
せ
な
い

〜「
お
も
ろ
い
！
」で
始
め
る�

�

　
　
　
温
か
な
ま
ち
づ
く
り
～

障
害
が
あ
っ
て
も�

�
「
好
き
」
を
仕
事
に

コ
ー
プ
こ
う
べ
尼
崎
近
松
店
の
１
階

に
あ
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
ふ
く

る
」。
こ
こ
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
「
好

き
な
こ
と
」「
得
意
な
こ
と
」
を
発
揮

し
て
働
け
る
場
を
つ
く
ろ
う
と
「
月
と

風
と
」
が
立
ち
上
げ
た
、
服
と
小
物
類

を
売
る
お
店
で
す
。
地
域
住
民
か
ら
寄

付
さ
れ
た
洋
服
を
、
障
害
の
あ
る
人
た

ち
が
販
売
し
ま
す
。

体
を
動
か
し
づ
ら
い
人
も
お
し
ゃ
べ

り
が
好
き
な
人
も
、
誰
も
が
働
き
や
す

い
店
に
し
よ
う
と
、
構
想
段
階
か
ら
住

民
や
学
生
た
ち
と
話
し
合
い
、
平
成
31

年
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

車
い
す
で
生
活
す
る
店
員
の
Ａ
さ
ん

は
、「
お
し
ゃ
れ
が
好
き
だ
っ
た
け
ど
、

服
飾
の
仕
事
は
諦
め
て
い
ま
し
た
。
今

は
こ
こ
で
仕
事
が
で
き
、
私
が
出
勤
し

な
い
日
も
気
に
掛
け
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
も
い
て
嬉
し
い
」と
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
直
に
接
客

が
し
づ
ら
か
っ
た
こ
と
を
逆
手
に
と
り
、

「
Ａ
Ｉ
（
あ
ん
た
！
い
い
や
ん
！
）
コ
ー

デ
」
を
開
始
。
こ
れ
は
服
の
購
入
希
望

者
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
写
真
を
も
と
に
、

店
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
考
え
、
服

や
小
物
を
詰
め
た
福
袋
に
手
紙
を
添
え

て
届
け
る
新
た
な
販
売
方
法
で
す
。
服

を
受
け
取
っ
た
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
こ
の
取

り
組
み
を
発
信
す
る
な
ど
、
会
え
な
く

て
も
つ
な
が
れ
る
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
の
「
や
っ
て
み
た
い
」

を
引
き
出
す
た
め
に

制
度
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
面
白
い
こ
と
を
実

現
し
よ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
代

表
の
清
田
仁
之
さ
ん
。「
障
害
で
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
諦
め
て
き
た
人
が
、
少

し
ず
つ
『
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た
い
』

と
変
わ
る
の
が
嬉
し
い
」と
話
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
の
暮
ら
し
も
地
域
社

会
の
中
に
当
た
り
前
に
あ
る
の
で
、
自

然
に
交
わ
り
合
う
機
会
を
つ
く
ろ
う
と

取
り
組
み
始
め
た
活
動
の
一
つ
が
、「
お

ふ
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
障
害
の

あ
る
人
が
銭
湯
に
行
き
、
他
の
お
客
さ

ん
と
お
湯
に
浸
か
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

共
に
温
ま
り
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
で
、「
地
域
に
こ
ん
な
人
が
い
る

ん
だ
」
と
改
め
て
気
付
い
て
も
ら
う
機

会
に
し
て
き
ま
し
た
。

誰
も
が
気
に
か
け
あ
え
る
ま
ち
づ
く

り
の
第
一
歩
に
な
れ
ば
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
「
お
も
ろ
い
！
」
と
思
え
る
仕
掛
け

を
生
み
出
す
「
月
と
風
と
」
の
活
動
は

今
後
も
続
き
ま
す
。

取材を終えて
「月と風と」の職員は７名。太陽の光を受け
て光る「月」のように、誰かの力を借りながら
誰かの道を照らし、「風」のように楽しく優し
い音楽をみんなと奏でたい。そんな願いを込め
た名前の通り、色々な人とつながることでアイ
デアを形にしているのだと感じました。

NPO法人 月と風と

所在地 ▲ �尼崎市東園田町4丁目159-2�  
メゾンスリーエイト園田102

ホームページ ▲ https://tsukitokazeto.com/

笑顔輝く
共生のまちづくり
“笑顔”と“共生のまちづくり”につながる、さまざまな団体の実践をレポート

障害がある人の入浴や外出などを支えるヘル
パー派遣のほか、障害の有無をこえて地域住
民と自然に交流する仕掛けづくりをしている
尼崎市のNPO法人「月と風と」の活動を紹介
します。

銭湯を楽しんだ後、笑顔でパシャリ！
「おふろプロジェクト」での一枚

高い位置にある商品はお客さんに取って
もらったり、服はお客さんが畳んだりし
ます
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丁寧な話し合いを重ね、動き出した活動
平成30年度に設立された協議会では、当初か

ら構成メンバー同士で地域の現状を話し合うとと
もに、全世帯を対象にニーズ調査を行いました。
その結果、「もっと地域に集いの場がほしい」「買
い物への移動手段に困っている」という声が聞か
れました。

そこで、社協の生活支援コーディネーターの松
本雅美さんは、目指す地域の姿や取り組みの方向
性を丁寧に確認し合い、地域課題の解決に向けて
みんなが納得しながら協議を進める場のコーディ
ネートを心掛けました。話し合いの結果、「自分
たちにできること・やりたいことから取り組もう」

「移動や生活支援に関する情報をもっと地域に発

信しよう」といった意見が出されるようになりま
した。

具体的な活動として、まずは地区内約30か所
の集会所や公民館に「情報コーナー」を設置。移
動や生活支援などに関する情報発信を始めました。
また、市が大手コンビニエンスストアと包括連携
協定を結び実施している移動販売を、両荘地区に
も広げるように働きかけて実現。販売日は、買い物
に訪れた地域の人たちが触れ合う場になりました。

コロナ禍で再確認した
地域のつながりの大切さをカタチに
そんな中、新型コロナウイルスの影響で、季節

行事などの地域活動は自粛や中止を余儀なくされ
ました。松本さんとメンバーは、育んできた“つ
ながり”を途切れさせまいと検討を重ね、介護相
談コーナーも備えた地元野菜の販売を企画し、「ふ
れあいマーケット」として実現させました。地元
の中学生が看板作成に協力し、小学生は和太鼓を
演奏するなど、これまでのつながりを軸に、幅広
い住民と協働した地域資源が生まれました。

松本さんは「風土や住民の歩調を大切にした、
側面的なサポートを意識しています。今後も住民
と一緒に考えながら支え合い
の地域づくりを目指します」
と笑顔で語りました。

話し合いから広がる地域活動の輪�
加古川市内の各地域で活動するさまざまな団体が参画し、住民同士の支え合いの仕組みづくりに取

り組む「ささえあい協議会」。加古川市社協では、生活支援コーディネーターを中心にその活動を支
援しています。今回は、市北部の上荘町と平荘町からなる「両

りょうそう
荘地区ささえあい協議会（以下、協議

会）」への支援を紹介します。

加古川市社協

取材を
終えて

みんなが元気になる地域づくりを住民とともに考え、
一歩ずつ着実に進むプロセスが、社協活動にとって
大切なことだと感じました。

共生のまちづくりに
向けて、市町社協が
取り組むさまざまな
活動を紹介します。

あなたのまちの

社協活動
今回、紹介するのは

加古川市社会福祉協議会
☎079-424-4318（代）

移動販売で
買い物と会話を

楽しむ人々

話し合いから
生まれる
地域活動

地域住民の声や思いに 
共感して寄り添う。

それぞれの力を最大限 
発揮できるよう 

働きかけを考える。

活動のポイント
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暮らしを支える
地域公益活動を
紹介します。

キラリ★社会福祉法人

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
が
っ
た�

�

“
地
域
の
声
”
か
ら

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
以
前

は
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
関
す
る
研
修
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
の
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
な
ど
を
受
け
て
活

動
を
見
直
し
ま
し
た
。

同
じ
頃
、
区
社
協
の
職
員
は
、
全
地

区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
な
ど

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
活
動
に
つ
い

て
課
題
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
そ
の
結
果
、

Z
o
o
m
や
L
I
N
E
な
ど
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、「
使
い
方
を

学
び
た
い
」「
見
守
り
や
交
流
に
活
用

し
た
い
」
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
新
た
な
生
活
様
式

に
合
わ
せ
た
つ
な
が
り
方
を
み
ん
な
で

身
に
付
け
よ
う
と
、
区
社
協
と
ほ
っ
と

か
へ
ん
ネ
ッ
ト
、
地
域
の
学
生
な
ど
が

協
働
で
企
画
し
、
昨
年
11
～
12
月
に
市

内
で
い
ち
早
く
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル

の
使
い
方
勉
強
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

施
設
職
員
と
地
域
の
活
動
者
と
の

交
流
・
関
係
づ
く
り

区
内
全
19
地
区
で
順
次
開
催
さ
れ
た

勉
強
会
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
は
じ
め
、
地
域
の
活
動
者
な
ど
延
べ

2
0
0
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

勉
強
会
で
は
、
主
に
学
生
な
ど
が
中

心
に
な
っ
て
教
材
の
作
成
と
講
師
役
を

担
い
、
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
は
、
講

師
補
助
と
し
て
延
べ
52
名
の
職
員
を
派

遣
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
操
作
に
戸

惑
う
参
加
者
に
寄
り
添
っ
て
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。

勉
強
会
の
参
加
者
か
ら
は
、「
Zoom

の
画
面
で
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
研

修
後
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活

用
し
た
会
議
や
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー

は
、「
地
域
の
方
と
交
流
が
で
き
、
関

係
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
」「
ほ
っ
と

か
へ
ん
ネ
ッ
ト
や
私
た
ち
の
施
設
の
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
」
な
ど
、
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
の
機
会
に
な
っ

た
と
振
り
返
り
ま
す
。

今
後
、ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
活
用
し
た
法
人
間

の
交
流
会
や
動
画
配
信
な
ど
の
実
施
を

見
据
え
て
お
り
、
例
え
ば
、
保
育
所
と

高
齢
者
施
設
を
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
た
ち

の
演
奏
会
の
様
子
を
中
継
す
る
こ
と
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
修

会
な
ど
中
断
し
て
い
た
災
害
時
を
見
据

え
た
活
動
も
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

再
開
す
る
予
定
で
す
。

今
回
、勉
強
会
が
実
現
し
た
よ
う
に
、

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
に
は
、
地
域
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
途
切
れ
さ
せ

な
い
た
め
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

者
と
協
働
し
な
が
ら
活
動
を
す
す
め
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
中
央

事
務
局：

�

社
会
福
祉
法
人�

�

神
戸
市
中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

0
7
8−

2
3
2−

4
4
1
1（
代
）

コロナ禍での地域活動の活性化を目指して、� �
　　　　「オンラインツールの使い方勉強会」を開催

平成29年に設立された「神戸市中央区社会福祉法人連絡協議会（以下、ほっとか
へんネット）」には、区内24法人が参画しています。コロナ禍での地域のニーズに合
わせ、市内でいち早く取り組んだ「オンラインツールの使い方勉強会」を紹介します。

神戸市中央区
社会福祉法人連絡協議会
（ほっとかへんネット中央）

操作方法を伝える中で、地域の話題も飛び交い、交流も深まります

勉強会の 
参加者に向けて、 

法人 ・ 施設をPRする 
ほっとかへんネットの 

スタッフ
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Real
セルフヘルプグループの

リアルリアル
県内に拠点を置いて活動する自助グループを紹介します

昭和57年、夫（現理事長）が35歳で失語症と
なり、長い闘病とリハビリを余儀なくされました。

この過程で失語症者同士の交流に励まされましたが、阪
神・淡路大震災で失語症者が互いに孤立したため、同年
７月、失語症者とその家族９名で任意団体「グループ しゃ
べろーよ」を三田市で発足させました。

若くして失語症となった人の生活再建を手探りで検討
しつつ、「当事者の親睦、交流、情報交換」「社会参加の
場の創出」「失語症に関する啓発や支援者育成」に先進
的に取り組みました。平成14年に開催した「失語症会
話パートナー養成講座」修了者のグループへの協力が、
大きな助けとなってきました。

平成16年に社会参加の場として小
規模作業所を設立。平成22年のＮＰ

Ｏ法人化を経て地域活動支援センターを運営
していましたが、平成30年に就労継続支援
Ｂ型事業所「トークゆうゆう」に移行し、活
動の中心としています。

失語症者と支援者が集う場として、毎年開
催する作品展「ゆめひろば展インさんだ」「ゆ
めひろば交流会」には多くの方に参加いただ
いています。また、失語症カフェの開催や毎
週木曜日には言語聴覚士による相談会も実施
しています。希望があればご連絡ください。

平成30年に「脳卒中・循環器病対策基本法」が制定され、やっと失語症者への公的な取り組みが
始まりました。県でも３年前から「失語症者向け意思疎通支援者養成講座」が開催されましたが、今
後、手話通訳と同じように派遣事業が広がることを期待しています。

また、多くの言語聴覚士が医療機関に所属し、地域の活動に寄り添える専門職が少ない現状
があります。180日を超える長期のリハビリも必要で、これからも当事者・家族の立場から気
付いたことを伝えたいと思います。私たち以外にも県内で失語症者のグループがありますが、
家族の高齢化も課題です。今後も言葉のバリアフリー社会を目指していきます。

▲ 古民家を利用したカフェ“トークゆうゆう”

Ａ.

Ａ.

Ａ.

NPO法人 言語障害者の社会参加を支援する会 しゃべろーよ
　「話す」だけでなく、人によっては「読む」「書く」ことなども困難になる失語症の方やその家族の団体として、
さまざまな活動に取り組む「しゃべろーよ」副理事長の田中加代子さんに伺いました。

名　称　NPO法人 �  
	 言語障害者の社会参加を支援する会 しゃべろーよ
所在地　三田市三田町35－21 「トークゆうゆう」内
TEL/FAX　079－559－0804

失語症カフェ　奇数月の第４土曜日　13：30～15：30

言語聴覚士による相談会　毎週木曜日　10：00～16：00

作品展
“ゆめひろばインさんだ”

での会員のみなさん

グループの概要

Ｑ１.
グループを立ち上げた� �

きっかけは

Ｑ３. 社会に望むことやグループの目標は何ですか

Ｑ２.
現在どのような活動に� �

力を入れていますか
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空
き
家
問
題
と
の
出
会
い

大
学
卒
業
後
は
茨
城
県
で
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
実
家
の
中
華
料
理
屋
を
父

が
閉
め
る
こ
と
を
機
に
、
そ
ば
に
居
た

い
と
神
戸
に
戻
り
ま
し
た
。

実
家
に
帰
る
と
祖
父
が
撮
影
し
た
写

真
が
大
量
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ

に
写
る
、
昭
和
30
年
代
の
神
戸
・
三
宮

の
活
気
あ
る
街
と
人
々
の
姿
に
魅
了
さ

れ
、
古
く
か
ら
残
る
文
化
と
街
並
み
に

興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

父
の
店
舗
の
活
用
を
考
え
て
参
加
し

た
、
空
き
家
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
県
立

大
学
の
安や

す
え
だ枝
英ひ
で
と
し俊
先
生
に
出
会
い
ま
し

た
。
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
や
ま
ち
づ
く
り

に
興
味
を
持
ち
始
め
た
頃
、
先
生
に
声

を
掛
け
て
頂
き
、
た
つ
の
市
で
空
き
家

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人G

oodstock

に
就
職
。以
来
、

フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
も
兼
業
し
つ
つ
空

き
家
問
題
の
相
談
・
調
査
を
メ
イ
ン
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
で
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
思
考
に

景
観
や
防
犯
な
ど
の
面
で
空
き
家
の

増
加
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
背
景
の
一
つ
に
「
家
財
の
片
づ
け
」

の
負
担
が
あ
り
ま
す
。
相
談
を
受
け
た

際
、
ま
ず
は
家
の
中
の
家
財
を
身
軽
に

し
て
か
ら
空
き
家
の
再
活
用
や
売
却
を

検
討
す
る
流
れ
で
助
言
を
し
ま
す
。

た
だ
し
、
親
や
祖
父
母
が
大
事
に
し

て
い
た
家
財
を
捨
て
る
こ
と
に
迷
い
が

無
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
切

に
な
る
の
は
、
単
に
捨
て
る
の
で
は
な

く
転
用
可
能
な
資
源
と
し
て
“
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
※
1
”
す
る
発
想
で
す
。

例
え
ば
、
古
い
タ
ン
ス
も
お
し
ゃ
れ

な
椅
子
に
作
り
変
え
ら
れ
る
可
能
性
を

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
気
持
ち
も
前
向

き
に
な
り
空
き
家
の
再
活
用
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
祖
父
母
が

大
切
に
し
て
い
た
家
財
が
姿
を
変
え
、

孫
に
受
け
継
が
れ
る
と
い
う
家
族
の
物

語
も
生
ま
れ
ま
す
。

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
に
は
、
空
き
家
の

有
効
活
用
に
つ
な
が
る
可
能
性
と
、
物

に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
後
世
に
つ
な
ぐ

魅
力
に
満
ち
て
い
ま
す
。

空
き
家
問
題
を�

�
み
ん
な
で
考
え
る
地
域
へ

昨
年
、
地
元
の
家
具
職
人
や
住
民
、

大
学
生
と
連
携
し
て
、
解
体
家
屋
の
廃

材
か
ら
12
台
の
ベ
ン
チ
を
製
作
し
ま
し

た
。龍
野
の
旧
城
下
町
に
置
い
た
と
こ
ろ
、

住
民
や
観
光
客
が
ベ
ン
チ
で
思
い
思
い

に
過
ご
し
て
交
流
す
る
光
景
も
増
え
ま

し
た
。
ま
た
、
空
き
家
を
活
用
し
て
開

い
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
い
き

い
き
百
歳
体
操
に
通
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
が
店
番
と
し
て
大
活
躍
さ
れ
、
笑

顔
と
温
か
な
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

人
と
人
の
つ
な
が
り
は
希
薄
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
私
が
取
り
組
む
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
事
業
や
空
き
家
の
活
用
は
、

世
代
を
超
え
た
地
域
の
交
流
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
活
動
歴
は
浅
い
で
す

が
、
今
後
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ペ
ア
（
修

理
す
る
）
文
化
に
触
れ
合
え
る
拠
点
を

立
ち
上
げ
、
空
き
家
問
題
を
“
自
分
事
”

と
し
て
考
え
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。

※
1 �

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

：

本
来
で
あ
れ
ば
捨
て
ら
れ

る
は
ず
の
物
に
、
デ
ザ
イ
ン
や
ア
イ
デ
ア
な
ど

の
新
た
な
付
加
価
値
を
持
た
せ
、
別
の
新
し
い

製
品
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と

“アップサイクル”で
　想いをつなげていく�
宰
さ い

井 琢
た く ま

騰 さん�   
NPO法人 Goodstock
Personal History
平成20年	 インテリアメーカーに就職
平成28年	 神戸に帰郷、ローカル文化に興味を持つ
平成30年	� NPO法人Goodstockに就職。同法人が運営する�  

「たつの市空き家センター」で相談・調査に従事
令和 ２ 年	� たつの市に移住

my   story

このコーナーでは、地
域福祉のキーパーソン
や実践者・当事者らの
エピソード・思いを紹介
していきます。

やればわかる！
やってみないと一生わからん！！！

私の
モットー

アップサイクル活動を行う仲間たちと
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今年も地域歳末たすけあい運動が12月1日から12月31日まで全国一斉に
始まります。

地域歳末たすけあい運動は、共同募金の一環として民生委員・児童委員、
社会福祉法人、社会福祉協議会など、関係機関・団体の協力のもと、新たな年を迎える時期に、誰も
が地域社会の一員として参加できる福祉活動を展開し、地域において孤立することなく自分らしく、
安心して暮らすことができる福祉のまちづくりへ
の幅広い理解と参加を図る運動です。

丹波篠山市では、昨年度の年末年始に地域の子
どもたちが見守りを兼ねて一人暮らしの高齢者の
ご自宅へ伺い、プレゼントを渡す活動を実施しま
した。コロナ禍で人と人との交流が減る中で、大
変喜ばれる事業となりました。

今年も地域歳末たすけあい運動へのご協力をよ
ろしくお願いいたします。

令
和
４
年
度
の�

�
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言

県
社
協
で
は
、
9
月
に
「
令
和
４
年

度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言
」

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

県
内
福
祉
関
係
者
の
意
見
を
基
に「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
特
別
提
言
」
と
と
も
に
、「
地
域

共
生
社
会
を
め
ざ
し
た
地
域
福
祉
の
基

盤
づ
く
り
」「
福
祉
人
材
の
確
保
対
策

の
強
化
」「
災
害
時
の
支
援
体
制
の
強
化
」

を
重
点
提
言
と
し
て
整
理
し
た
も
の
で
、

県
議
会
議
長
・
副
議
長
や
県
当
局
を
は

じ
め
、
県
議
会
各
会
派
な
ど
に
提
言
内

容
を
説
明
し
、
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
施

策
の
一
層
の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
理

解
を
求
め
ま
し
た
。

寄
付
・
寄
贈
の
お
礼

本
会
で
は
、
県
民
・
企
業
・
団
体
の

皆
さ
ま
か
ら
預
か
っ
た
寄
付
や
寄
贈
を
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
本
年
８
月
以
降
に
寄
付
・

寄
贈
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
企
業
に
つ

い
て
、
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

■■��

株
式
会
社
エ
ス
・
ト
ラ
ス
ト
様

株
式
会
社
エ
ス
・
ト
ラ
ス
ト
様

よ
り
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設

等
に
マ
ス
ク
の
寄
贈

■■��

株
式
会
社
徳
島
大
正
銀
行
様
、

株
式
会
社
徳
島
大
正
銀
行
様
、

岡
三
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

岡
三
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

株
式
会
社
様

株
式
会
社
様
よ
り
、
県
内
の
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た

約
13
万
円
の
寄
付

■■��

株
式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー

株
式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー

ス
兵
庫
様

ス
兵
庫
様
よ
り
、
県
内
の
社
会

福
祉
施
設
に
車
椅
子
12
台
、
車

両
2
台
の
寄
贈

温
か
な
善
意
に
対
し
、
こ
こ
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

寄
付
・
寄
贈
の
お
申
し
出
は
、�

�

兵
庫
県
社
協
企
画
部�

�

（
☎
0
7
8
‐
2
4
2
‐
4
6
3
3
）

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひょうごの福祉NOW

地域歳末たすけあい運動が�
12月1日からスタートします

藤本百男議長、谷口俊介副議長への提言
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ひょうごの福祉NOW

●
ひ

ょ
う

ご
の

福
祉

 第
838号

　
 ●

発
行

所
／

社
会

福
祉

法
人

 兵
庫

県
社

会
福

祉
協

議
会

　
〒

651-0062　
神

戸
市

中
央

区
坂

口
通

2丁
目

1番
1号

　
TEL 078（

242）4633　
FAX 078（

242）4153
令

和
3年

11月
15日

発
行

　
 ●

発
行

人
　

吉
本

 知
之

　
 ●

編
集

人
　

北
村

 悦
伸

　
 ●

U
RL　

w
w

w
.hyogo-w

el.or.jp/
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

県社協創立70周年を迎えて

県内各地の地域公益活動促進に向けた、「社会福祉法人連絡協議会」代表者等連「社会福祉法人連絡協議会」代表者等連
絡会絡会を開催したほか、本会社会福祉政策委員会の政策提案力の向上を目指して社会社会
福祉情勢セミナー福祉情勢セミナーを実施しました。また、地域福祉の関連施策が次々と打ち出され
る中で設置した地域福祉政策研究会地域福祉政策研究会では、地域共生社会づくりに向けた対応の方向
性を中間報告書として整理。県の第４期地域福祉支援計画に提言・反映されました。

外国人技能実習生の受け入れ支援を行う、ひょうご外国人介護ひょうご外国人介護
実習支援センター実習支援センターを開設。７月の西日本豪雨で倉敷市などの被災
地に職員やボランティアを派遣したほか、ＮＰＯ法20年全県フォーＮＰＯ法20年全県フォー
ラムラムを開催しました。また、地域福祉政策研究会の検討成果をま
とめた「地域共生社会の実現に向けた社協活動指針」「地域共生社会の実現に向けた社協活動指針」や社会福祉
法人の経営計画策定に資する「社会福祉法人経営計画策定ワーク「社会福祉法人経営計画策定ワーク
ブック」ブック」を発行し、社協と社会福祉法人の運営支援を行いました。

社会福祉研修所が移転し、人材育成の新拠点として福祉人材研修センター福祉人材研修センターを開所。
このほか、地域福祉・介護サービス事業経営の調査研究事業地域福祉・介護サービス事業経営の調査研究事業や地域福祉推進のため地域福祉推進のため
の計画策定セミナーの計画策定セミナーの実施、大規模災害ボランティア活動応援プロジェクト大規模災害ボランティア活動応援プロジェクトの創設
に取り組みました。３月には、新型コロナウイルスの影響で急増した生活困窮世帯
を対象として緊急小口資金新型コロナウイルス特例貸付緊急小口資金新型コロナウイルス特例貸付を開始しました。

コロナ禍によって各地の地域活動が延期・中止となる中、生活
支援・地域活動の情報を発信する「兵庫えんだより」「兵庫えんだより」を発行。また、
市町域の権利擁護体制づくりを進める権利擁護・成年後見推進権利擁護・成年後見推進
会議会議や、県内社協の生活相談窓口へのアンケート・ヒアリング
内容などを整理した「新型コロナウイルス感染拡大に伴う生活「新型コロナウイルス感染拡大に伴う生活
福祉資金特例貸付レポート2020」福祉資金特例貸付レポート2020」の発行に取り組みました。

国が「地域共生社会」へのパラダイムシフトを掲げた中、５年
間の取り組みを打ち出した「県社協2020年計画」「県社協2020年計画」を策定。「ス
トップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンでは、地域交流と、居
場所づくりを促すコミュニティカフェ開設応援事業コミュニティカフェ開設応援事業を実施しまし
た。また、福祉人材の育成では、新・社会福祉研修体系新・社会福祉研修体系に基づく
「地域福祉研修（基礎・実践）」の開講などに取り組みました。

　県社協は、昭和26年の創立以来70周年を迎えました。
前号に続き、新規事業を中心に直近の取り組みを振り返ります。

後 編

新・社会福祉研修体系に基づく

研修の様子

来日した技能実習生と介護実習支援センターのスタッフ

継続して対応した特例貸付
（市社協の窓口にて）

～温泉と旨いもんでおもてなし～

浜坂温泉保養荘浜坂
秋の味わい

待望のカニプラン！待望のカニプラン！

13,900円（税込）～
兵庫県美方郡新温泉町浜坂775

TEL 0796-82-3645
1泊２食付

65歳以上
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